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今週のキーワード

AIインフラ
電力・半導体供給と規制がAI成長を左右

12
件

記事数

5
カ国

対象国

60
%

CoWoS確保

2027/12/02
EU AI法適用

今週の全12記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 2026年最新LLMモデル 技術比較
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

GPT-5.5、Claude Opus 4.7など主要LLMの性能を比
較。エージェント化、100万トークンコンテキスト、
中国製モデル台頭がトレンド。

#02 X-Square WALL-WM 新技術発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

中国X-Square Robotが世界初のイベントレベル予測
エンボディドAIワールドモデル「WALL-WM」を発表
。ロボットのタスク理解を革新。

#03
カスタムAI
ASICの現状

市場分析
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

Broadcom、Google TPU、Meta
MTIAなどカスタムAI ASICが活況。TSMC CoWoSの
供給不足がAIチップ生産のボトルネックに。

#04 EU AI法 最新動向 規制動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

EU AI Actの高リスクAIシステム規則が2027年12月2
日から適用。実施簡素化のための「AI
omnibus」も言及され、企業は対応急務。

#05 Agentic AIでSCM変革 応用事例
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Agentic AIがサプライチェーンを自律運用へ移行。独
立行動、ワークフロー調整、複雑な意思決定で予測精
度と効率を向上させる。

#06
エンタープライズAge
ntic AI

解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

エンタープライズAgentic AIが「パイロットの煉獄」
から企業を脱却させ、イノベーションを変革。ガバナ
ンスとインフラ整備が鍵。

#07
Claude Opus
4.8リリース

新製品
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Anthropicが最新LLM「Claude Opus 4.8」をリリー
ス。推論能力、長文コンテキスト処理、複雑なタスク
での性能向上が期待される。

#08
エンボディドAI成功の
鍵

解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

エンボディドAI成功には、セマンティックなワールド
モデル、データピラミッド戦略、強化学習と人間デモ
ンストレーションの融合が重要。

#09
AIファクトリー電力消
費

市場危機
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

AIファクトリーの電力消費が送電網に深刻な課題。GP
U高密度化で液冷必須、電力供給不足で自家発電検討
などエネルギーミックスに影響。

#10
AIエージェント経済再
構築

市場概観
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○

AIエージェントが労働力だけでなく経済全体を再構築
。企業はエスカレーション権限、監査可能性、責任管
理などガバナンス再考が急務。

#11 AIデジタルオムニバス 規制動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

EU AI Act改正に向けた「AIに関するデジタルオムニ
バス」暫定妥協案に合意。AIシステム分類、ガバナン
ス、執行の簡素化を目指す。

#12 ASMPT技術諮問委員会 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

ASMPTがAI時代イノベーション加速のため技術諮問
委員会を設立。先進パッケージング技術ロードマップ
、相互接続ソリューションを推進。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶AIファクトリーの電力不足は、貴社のAI戦略を頓挫させないか？
AIモデルの進化に伴うデータセンターの電力需要は爆発的に増加しており、既存の送電網では供給が追いつかない地域が
多発しています。液冷技術の導入や自家発電の検討が迫られる中、貴社のAI活用計画は安定した電力供給を前提としてい
ますか？

❷AIチップの供給制約は、自社の製品開発ロードマップに影響しないか？
NVIDIAがTSMCのCoWoS生産能力の約60%を確保していると報じられ、カスタムAI ASIC開発企業は供給制約に直面し
ています。HBMやCoWoSに依存する次世代AIチップの調達リスクを評価し、代替技術やサプライヤー戦略を検討する時
期に来ています。

❸エンボディドAIの進化は、貴社のロボット開発の前提を覆すか？
中国企業がイベントレベル予測のワールドモデルを発表するなど、エンボディドAIはピクセルレベルからセマンティック
な理解へと進化しています。日本のロボティクス企業は、この高レベルなタスク理解と汎化能力を持つAIの導入を、自社
の開発戦略にどう組み込みますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

電力危機ASIC供給

EU規制

ロボAI

SCM自律
LLM進化

ASMPT戦略

経済再編

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 電力危機 注意 液冷・省エネ技術 AIインフラ停滞リスク

● ASIC供給 注意 先進PKG材料・装置 AIチップ調達難

● EU規制 脅威大 信頼AIブランド化 コンプライアンス増

● ロボAI 機会大 ロボット用AI部品 中国企業の先行

● SCM自律 注意 SCMソリューション 導入遅れで競争力減

● LLM進化 機会大 LLM活用業務効率化 特定モデル依存リスク

● ASMPT戦略 参考 PKG技術動向把握 —
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● 経済再編 脅威大 新ビジネス創出 ガバナンス未整備
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深掘り ① ― AIファクトリーの電力危機と液冷技術
#09 | 2026/05/27 | Computer Weekly | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

AIファクトリーの急増により、データセンターの電力消費量が前例のないレベルに達し、既存の送電網に深刻な課題を
突きつけています。特に高性能GPUは高密度化と発熱量の増大が著しく、従来の空冷では対応しきれず、ダイレクトチ
ップ液冷といった先進的な冷却ソリューションが必須となっています。電力網の供給能力がAI施設の需要に追いつかな
いため、データセンター事業者はガスや原子力による自家発電を検討せざるを得ない状況です。

この電力問題は、AIチップの供給制約と並び、AIエコシステム全体の成長を阻害する二大要因となっています。持続可
能なAIインフラのためには、再生可能エネルギーへの大規模投資、スマートグリッド化、エネルギー効率の高いAIチッ
プ・ソフトウェア開発、そして政策立案者と業界の協力が不可欠です。

▶ 技術者の視点

AIの進化は目覚ましいものの、その物理的な基盤である電力供給がボトルネックとなっている現状は極
めて深刻です。記事が指摘する「ビハインド・ザ・メーター発電」は、短期的には有効かもしれません
が、環境負荷や安全性、コスト面で新たな課題を生むでしょう。日本は電力供給に課題を抱える国であ
り、この問題は対岸の火事ではありません。日本の【材料・素材メーカー】にとっては、高性能液冷材
、断熱材、省エネ半導体材料、再生可能エネルギー関連材料に大きな【機会】があります。一方、【セ
ルメーカー/OEM】や【部品メーカー】は、AI開発・利用計画において電力コストと供給安定性を最優
先で考慮しないと、計画が頓挫する【脅威】に直面します。R&D;部門は液冷技術や省エネAIチップの
動向を注視し、経営企画部門はAI投資戦略に電力リスクを組み込むべきです。

深掘り ② ― AI ASICとCoWoS供給制約の深層
#03 | 2026/05/21 | Tom's Hardware | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

NVIDIAの優位性に対抗すべく、Google TPU、Meta MTIA、Broadcom XDSiPなど、主要企業がカスタムAI ASICの
開発を加速しています。しかし、AIチップ生産全体のボトルネックとなっているのが、TSMCの先進パッケージング技
術CoWoSの供給不足です。NVIDIAがCoWoS生産能力の約60%を確保しているとされ、これが他社のAIチップ開発・
供給戦略に大きな影響を与えています。

CoWoSはHBM（高帯域幅メモリ）とプロセッサの密接な統合に不可欠であり、AIチップの性能を最大化する上で極め
て重要です。この供給制約はAIチップの価格高騰や供給不足を引き起こし、技術革新のペースにも影響を与えています
。各社はNVIDIA依存度低減のため独自チップ開発を加速していますが、その成功はTSMCとのパートナーシップやCo
WoS以外の先進パッケージング技術への投資にかかっています。

▶ 技術者の視点

AIチップの性能は、微細化だけでなく先進パッケージング技術に大きく依存しています。CoWoSの供給
制約は、AI開発の速度とコストに直接影響するため、日本の半導体関連企業にとっては極めて重要な情
報です。日本の【材料・素材メーカー】や【製造装置メーカー】にとっては、CoWoS代替となる新しい
パッケージング技術（例: 3D積層、ハイブリッドボンディング）や、HBMを効率的に統合する技術、ま
たはCoWoSの生産効率を向上させる装置・材料の開発に大きな【機会】があります。一方、【半導体P
KG】や【OEM】は、AIチップの安定調達が困難になる【脅威】に直面しており、サプライチェーンの
多様化や、自社でのチップレット設計・パッケージング技術の内製化検討が急務です。ASMPTの技術諮
問委員会設立（#12）も、この課題意識の表れと見られます。R&D;部門は代替パッケージング技術の
評価を、調達部門は複数サプライヤーとの関係構築を急ぐべきです。



AI・機械学習 Weekly Intelligence Report | 2026-05-30 | Page 5

深掘り ③ ― エンボディドAIのイベントレベル予測
#02 | 2026/05/29 | Pandaily | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●○○○
日本関連度●●●●○

中国のX-Square Robotが、物理タスク理解に変革をもたらす「WALL-WM」を発表しました。これは世界初のイベン
トレベル予測エンボディドAIワールドモデルであり、ロボットがフレームごとの動きではなく、セマンティックなイベ
ントを通じてタスクの目的を把握することを可能にします。これにより、ロボットは具体的なタスク目標認識と環境変
化への頑健な汎化能力を獲得し、複雑な物理世界の理解と操作において画期的な進歩を示しています。

従来のワールドモデルがピクセルやフレームごとの低レベルな物理シミュレーションに焦点を当てていたのに対し、W
ALL-WMは「オブジェクトが移動する」「ドアが開く」といった高レベルなイベントを予測します。これにより、製造
業の複雑な組み立て作業、物流における多様な荷物の取り扱い、高齢者介護など、多岐にわたる分野での応用が期待さ
れます。人間からのデモンストレーションデータと強化学習の組み合わせが、学習効率と汎化能力を高める鍵となりま
す。

▶ 技術者の視点

エンボディドAIの進化は、日本の製造業やサービス業におけるロボット活用の未来を大きく左右します
。WALL-WMが示す「イベントレベル予測」は、ロボットが単なる動作実行者から、タスクの意図を理
解し自律的に行動するパートナーへと進化する重要な一歩です。これは学術的なブレークスルーに近い
インパクトがあります。日本の【ロボットメーカー】や【部品メーカー】にとっては、この新しいAIア
ーキテクチャに対応したセンサー、アクチュエータ、制御システム、そしてそれらを支える材料の開発
に大きな【機会】があります。一方で、中国企業がこの分野で先行していることは、日本のロボティク
ス産業にとって潜在的な【脅威】となり得ます。特に、汎化能力の向上は、これまで個別対応していた
ロボットシステム開発の前提を覆す可能性があります。R&D;部門は、このセマンティックなワールドモ
デリング技術の原理を深く理解し、自社のロボット開発ロードマップへの組み込みを検討すべきです。

その他の注目記事
EU AI法：デジタルな未来を形成する規制の最新動向（European Union）
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●○

EU AI Actの高リスクAIシステム規則が2027年12月2日から適用されることが確定。EU市場にAI製品を供給する日本
企業は、コンプライアンス体制の構築を急ぐ必要があります。

ASMPT、AI時代イノベーション加速のため技術諮問委員会を設立（ASMPT）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●●●

半導体製造装置大手ASMPTが技術諮問委員会を設立し、先進パッケージング技術（HBM,
CoWoSなど）のロードマップ策定を推進。日本の半導体材料・装置メーカーは協業機会を探るべきです。

2026年最新LLMモデル：推論、コーディング、マルチモーダルタスクにおけるトップAIモデル（aimlapi.com）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●●○

GPT-5.5、Claude Opus 4.7、Gemini 3.5 Flashなど最新LLMの性能比較。エージェントアーキテクチャ主流化、100
万トークンコンテキスト標準化、中国製モデル台頭が注目点です。

サプライチェーンの変革：Agentic AIによる自律運用への移行（2026年）（Orbit Analytics）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●●○

Agentic AIがサプライチェーンの自律運用を可能にし、予測精度と運用効率を劇的に向上させると予測。日本の製造業
や物流企業は導入による競争優位性確保を検討すべきです。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】AI投資戦略における電力・半導体供給リスクを再評価し、事業継続計画への影響を分析。

• 【調達】AIチップサプライヤーの多様化とCoWoS代替技術（例:
3D積層、ハイブリッドボンディング）の調査を開始。潜在的なボトルネックを特定。

• 【法務・事業開発】EU AI Actの最新動向（特に「AIに関するデジタルオムニバス」）を把握し、EU市場向けA
I製品のコンプライアンス要件を確認。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】液冷技術、省エネAIチップ、AIエージェント技術の最新動向に関する社内勉強会を実施し、自社技術
への応用可能性を検討。

• 【半導体PKG】先進パッケージング材料・装置メーカー（ASMPT等）との情報交換を強化し、次世代AIチップ
パッケージングロードマップへの貢献機会を模索。

• 【EV設計】エンボディドAIを搭載したロボットによる製造ラインの自動化・最適化について、初期のPoC計画
を立案。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;・製造】エンボディドAIのイベントレベル予測ワールドモデル技術に関する基礎研究・応用研究への投
資を検討。特にロボットの汎化能力向上に注力。

• 【経営企画】AIエージェントによるサプライチェーン自律化のロードマップを策定し、エスカレーション権限
、監査可能性、責任管理を含むガバナンス体制を構築。

• 【全社】AI技術の倫理的利用と社会受容性向上に向けた社内ガイドラインを策定し、従業員への継続的なトレ
ーニングプログラムを開始。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-30
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収録記事一覧

#01 2026年最新LLMモデル：推論、コーディング、マルチモーダルタスクにおけるトップAIモデル

#02 X-Square Robot、世界初のイベントレベル予測エンボディドAIワールドモデル「WALL-WM」
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2026年最新LLMモデル：推論、コーディング、マルチモ
ーダルタスクにおけるトップAIモデル

概要

2026年5月時点で、大規模言語モデル（LLM）市場はGPT-5.5、Claude Opus 4.7、
Gemini 3.5 Flash、DeepSeek V4 Pro、Qwen 3.7 Maxなどのモデルが競争を繰り広げて
います。エージェントアーキテクチャの主流化や100万トークンコンテキストの標準

化、中国製オープンウェイトモデルの性能向上が顕著です。本記事では、コーディン
グ、エージェントワークフロー、推論、長文コンテキスト処理、マルチモーダル能
力、コストパフォーマンスといった多角的な視点から、各モデルの強みを分析・評価

しています。これにより、ユーザーは自身の特定のニーズに最適なLLMを選択するた
めの貴重な洞察を得ることができます。

公開日 2026年05月26日  aimlapi.com  アメリカ



詳細

背景：進化するLLM市場

2026年に入り、大規模言語モデル（LLM）の技術進化は目覚ましいものがあります。特
に注目すべきは、単なるテキスト生成を超え、より複雑なタスクを自律的に実行するエ
ージェントアーキテクチャの普及です。また、コンテキストウィンドウが100万トーク
ン規模に標準化されつつあり、これによりモデルはより長大な情報を保持し、複雑な推
論や文書理解が可能になっています。NVIDIAがLLMのトレーニング時間を大幅に短縮す
る技術を発表し、モデル開発が加速している背景もあります。

主要内容：トップモデルの性能比較とトレンド

レポートでは、GPT-5.5、Claude Opus 4.7、Gemini 3.5 Flash、DeepSeek V4 Pro、Qwen

3.7 Maxといった主要なLLMモデルが詳細に比較・評価されています。これらのモデル
は、推論能力、コーディング能力、マルチモーダル対応、長文コンテキスト処理、エー
ジェントワークフローのサポート、そしてコストパフォーマンスにおいてそれぞれ異な
る強みを持っています。

エージェントアーキテクチャの主流化: LLMが単一のプロンプト応答から、計画、実
行、フィードバックといった多段階の自律的なプロセスを実行する方向に進化。これ
により、複雑なビジネスワークフローの自動化が加速しています。

100万トークンコンテキストの標準化: 以前は研究レベルだった長大なコンテキスト
処理が実用レベルに達し、法律文書の分析、大規模コードベースの理解、長編コンテ
ンツの要約などが現実のものとなりました。

中国製オープンウェイトモデルの台頭: DeepSeek V4 ProやQwen 3.7 Maxのような中
国製モデルが、推論能力や特定のタスクにおいて既存のトップティアモデルに匹敵、
あるいは凌駕する性能を示しており、市場競争を激化させています。特に、これらは
オープンソース戦略を採用することで、研究者や開発者コミュニティからの支持を集
めています。

マルチモーダル能力の強化: テキストだけでなく、画像、音声、動画を理解し生成す
る能力が向上し、より広範なアプリケーションでの活用が期待されています。

コストパフォーマンスの最適化: 高性能なモデルだけでなく、効率性と経済性を重視
したモデル（例: Gemini 3.5 Flash）も登場し、様々な企業のニーズに応える選択肢が
広がっています。



影響と展望：AI開発とビジネスへの波及

これらのトレンドは、AIの開発とビジネスの両方に大きな影響を与えています。企業
は、エージェントAIを活用してサプライチェーン管理や顧客サービスを自律化し、イノ
ベーションを加速させることが可能になります。また、高度なLLMは、R&D、戦略策
定、コンサルティングといった知的作業の効率を劇的に向上させます。今後の展望とし
ては、モデルの専門化と汎用化の両方が進むと予想され、特定の業界やタスクに特化し
た「スモールデータ・ビッグモデル」のアプローチや、より強固なガバナンスと倫理的
枠組みの構築が重要となるでしょう。AIチップの供給制約やデータセンターの電力問題
は依然として課題ですが、HBMやCoWoSといった先進パッケージング技術の進化がこ
のボトルネックを緩和する可能性があります。LLM技術の民主化と多様化は、AI時代の
新たな競争環境を形成しています。

元記事: https://aimlapi.com/blog/top-llm-models-in-2026-the-best-ai-models-for-reasoning-coding-

multimodal-tasks

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aimlapi.com/blog/top-llm-models-in-2026-the-best-ai-models-for-reasoning-coding-multimodal-tasks
https://aimlapi.com/blog/top-llm-models-in-2026-the-best-ai-models-for-reasoning-coding-multimodal-tasks


X-Square Robot、世界初のイベントレベル予測エンボデ
ィドAIワールドモデル「WALL-WM」を発表

概要

中国のエンボディドAI企業X-Square Robotが、物理タスク理解に変革をもたらす
「WALL-WM」を発表しました。この世界初のイベントレベル予測ワールドモデル
は、ロボットがフレームごとの動きではなく、セマンティックなイベントを通じてタ

スクの目的を把握することを可能にします。WALL-WMは、具体的なタスク目標認識
と環境変化への頑健な汎化能力を提供し、複雑な物理世界の理解と操作において、従
来のロボットシステムに対する画期的な進歩を示しています。

公開日 2026年05月29日  Pandaily  中国



詳細

背景：エンボディドAIと従来のワールドモデルの限界

エンボディドAI、すなわち物理的な身体を持つAIロボットが現実世界で機能するために
は、その環境を正確に理解し、将来の出来事を予測するワールドモデルが不可欠です。
しかし、従来のワールドモデルは通常、ピクセルやフレームごとの低レベルな物理シミ
ュレーションに焦点を当てており、ロボットがタスクの「意図」や「目的」を理解する
ことは困難でした。例えば、特定のオブジェクトを掴むというタスクであっても、その
背後にある高レベルな意味合いを捉えることができず、環境の変化に対する適応性にも
限界がありました。

主要内容：WALL-WMによるイベントレベル予測の実現

X-Square Robotが発表した「WALL-WM」は、この課題を克服するために開発された、
世界初のイベントレベル予測エンボディドAIワールドモデルです。WALL-WMの最大の
特長は、フレームごとの物理予測に終始するのではなく、セマンティックなイベント、
すなわち高レベルな意味を持つ出来事を予測・理解することにあります。これにより、
ロボットはタスクの意図をより深く認識し、計画を実行する上での堅牢性を飛躍的に向
上させることができます。

セマンティックイベント予測： WALL-WMは、単なるピクセル変化ではなく、「オブ
ジェクトが移動する」「ドアが開く」といった高レベルなイベントを予測します。こ
れにより、ロボットはタスクの目標達成に必要な一連の動作をより効果的に計画でき
るようになります。

タスク目標の理解： ロボットは、与えられたタスクの背後にある目的（例: 「コップ
をテーブルに置く」という動作の目的が「飲料を提供すること」であるなど）をより
深く理解し、それに基づいて柔軟に行動を調整します。

環境変化への適応性： 物理環境が予期せず変化した場合でも、WALL-WMはイベント
レベルでの予測に基づき、頑健な汎化能力を発揮します。これにより、ロボットは新
しい状況や未知のオブジェクトに対しても、効果的に対応できるようになります。



影響と展望：ロボティクスと産業への波及

WALL-WMの登場は、エンボディドAIの分野に革命をもたらす可能性を秘めています。
この技術により、ロボットはより自律的に、より知的に、そしてより柔軟に現実世界の
タスクを実行できるようになります。例えば、製造業における複雑な組み立て作業、物
流における多様な荷物の取り扱い、高齢者介護における個別化された支援など、多岐に
わたる分野での応用が期待されます。特に、人間からのデモンストレーションデータと
強化学習を組み合わせることで、ロボットの学習効率と汎化能力をさらに高めることが
できるでしょう。Bessemer Venture Partnersが指摘するように、ピクセルレベルの再構
築ではなく、セマンティックなワールドモデリングがエンボディドAIの成功の鍵となり
ます。WALL-WMは、まさにその方向性を示しており、将来的には、人間とロボットが
協調してより複雑な問題を解決する社会の実現に向けた重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://pandaily.com/x-square-robot-wall-wm-event-level-world-model-may2026

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pandaily.com/x-square-robot-wall-wm-event-level-world-model-may2026


2026年5月時点のカスタムAI ASICの現状：Broadcom、
Google TPU、Meta MTIAなど

概要

2026年5月現在、カスタムAI ASIC市場は、NVIDIAの優位性に対抗すべく、主要企業が
自社開発を進めることで活況を呈しています。Broadcomの3.5D XDSiPプラットフォー
ム、GoogleのTPU、MetaのMTIAなどがその代表例です。しかし、TSMCの先進パッケ

ージング技術であるCoWoSの供給不足が、AIチップ生産全体のボトルネックとなって
います。特にNVIDIAがCoWoSの約60%を確保しているため、他社のAIチップ開発・供
給戦略に大きな影響を与えています。

公開日 2026年05月21日  Tom's Hardware  アメリカ



詳細

背景：AIブームとカスタムASICの必要性

大規模なAIモデルのトレーニングと推論には、膨大な計算能力が求められます。NVIDIA

のGPUが市場を支配している一方で、Google、Meta、AWSなどの巨大テック企業は、
特定のワークロードに最適化されたカスタムASIC（特定用途向け集積回路）を開発する
ことで、コスト効率と性能の向上を目指しています。これは、汎用GPUでは達成できな
い、独自の技術スタックとエコシステムを構築するための戦略です。Broadcomのよう
な企業も、こうしたカスタムチップの開発を支援するプラットフォームを提供し、市場
の多様化を推進しています。

主要内容：主要プレイヤーの動向とCoWoSの制約

本レポートでは、2026年5月時点でのカスタムAI ASICの主要な動向を概説しています。

GoogleのTPU (Tensor Processing Unit)： Googleは長年にわたりTPUを開発し、自
社のAIワークロードに活用してきました。最新世代のTPUは、特定のAIモデルのトレ
ーニングと推論において、GPUに匹敵、または凌駕する性能を発揮するとされていま
す。

MetaのMTIA (Meta Training and Inference Accelerator)： Metaは、データセンタ
ーのAI推論ニーズに対応するため、MTIAの開発に注力しています。これは、
FacebookやInstagramなどのプラットフォームで利用される大規模な推薦システムや
コンテンツモデレーションAIの効率化を目的としています。

BroadcomのXDSiPプラットフォーム： Broadcomは、3.5D XDSiP (eXtreme Die

Stacking in Package) プラットフォームを通じて、顧客がカスタムAI ASICを設計・製
造するのを支援しています。これは、先進的なチップレット技術とパッケージングソ
リューションを提供し、顧客が独自のAIアクセラレータを迅速に市場に投入できるよ
うサポートするものです。

TSMC CoWoSの供給制約： AIチップ業界全体が直面する最も深刻な課題の一つが、
TSMCの先進パッケージング技術CoWoS (Chip-on-Wafer-on-Substrate) の供給不足で
す。CoWoSは、HBM（高帯域幅メモリ）をGPUなどのプロセッサと密接に統合する
ために不可欠であり、AIチップの性能を最大化する上で重要な役割を果たします。
NVIDIAは現在、TSMCのCoWoS生産能力の約60%を確保しているとされており、これ
が他社がAIチップを市場に投入する際の大きな障壁となっています。



影響と展望：AIチップ競争とサプライチェーンの課題

カスタムAI ASICの開発は、NVIDIA一強の市場構造に変化をもたらす可能性を秘めてい
ますが、CoWoSの供給制約がその進展を遅らせています。このボトルネックは、AIチッ
プの価格高騰、供給不足、そして技術革新のペースに直接的な影響を与えています。各
社は、NVIDIAへの依存度を低減し、自社のAI戦略を強化するために、独自チップの開発
を加速させていますが、その成功はTSMCなどのファウンドリとの強力なパートナーシ
ップと、CoWoS以外の先進パッケージング技術への投資にかかっています。HBMと
CoWoSの需要は今後も増加が見込まれるため、TSMCは生産能力の拡大に努めています
が、短期的な供給改善は難しいと予想されます。長期的には、より多様なサプライヤー
からのパッケージングソリューションや、新たなチップレット技術の登場が、AIチップ
市場の競争環境をさらに多様化させるでしょう。また、ASMPTのような企業が技術諮問
委員会を設立し、先進パッケージングやAIエコシステム協力に関する戦略的ガイダンス
を提供していることも、この分野のイノベーションを加速させる一因となるでしょう。

元記事: https://www.tomshardware.com/tech-industry/semiconductors/custom-ai-asics-examined-from-

broadcom-to-mtia

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tomshardware.com/tech-industry/semiconductors/custom-ai-asics-examined-from-broadcom-to-mtia
https://www.tomshardware.com/tech-industry/semiconductors/custom-ai-asics-examined-from-broadcom-to-mtia


EU AI法：デジタルな未来を形成する規制の最新動向
（2026年5月）

概要

EU AI Actは、2026年5月22日付けで「禁止事項と高リスクAIのレビューに関する報告
書」が発表され、その実施に向けた具体的な進展を見せています。高リスクAIシステ
ムに関する規則は2027年12月2日から適用されることが確定し、実施を簡素化するた

めの改正案「AI omnibus」も言及されました。これらの動きは、AI技術の安全で倫理
的な導入を促進し、企業のコンプライアンス戦略に大きな影響を与えることが予想さ
れます。

公開日 2026年05月22日  European Union  欧州連合



詳細

背景：EU AI法の目的と制定プロセス

欧州連合は、AI技術の急速な発展に伴う潜在的なリスクに対処し、安全で信頼できるAI

の導入を促進するため、包括的な規制枠組みであるEU AI Actを策定しました。この法律
は、AIシステムをリスクレベルに応じて分類し、高リスクと判断されたシステムには厳
格な要件を課すものです。制定プロセスは複数の段階を経ており、各段階で詳細なガイ
ドラインや実施スケジュールが議論されています。今回の報告書は、この広範な取り組
みの中での最新の進捗を示すものです。

主要内容：高リスクAI規制の適用開始とAI Omnibus

2026年5月22日に発表された「禁止事項と高リスクAIのレビューに関する報告書」は、
EU AI Actの具体的な実施に向けた重要なマイルストーンを提示しています。

高リスクAIシステムに関する規則の適用開始： 報告書では、高リスクAIシステムに
関する規則が2027年12月2日から正式に適用されることが明記されました。これによ
り、医療機器、交通システム、重要インフラなど、市民の安全や基本的な権利に影響
を与える可能性のあるAIシステムを開発・展開する企業は、この期日までに厳格な適
合性評価と運用基準を満たす必要があります。

AI Omnibusの言及： EU AI法の実施を簡素化し、規制の一貫性を高めるための改正
案「AI omnibus」についても言及されています。このオムニバス法案は、既存のデ
ジタル規制との整合性を図り、企業がAI Actの要件をより容易に遵守できるよう支援
することを目的としています。2026年5月27日には、欧州理事会常駐代表委員会がこ
のデジタルオムニバスの暫定妥協案に合意したとDentonsが報じており、主要なコン
プライアンス期限の延長や、規制の簡素化に向けた動きが加速していることが示唆さ
れています。



影響と展望：企業とAIエコシステムへの影響

EU AI Actの規制が段階的に施行されることは、AI技術の開発者や提供者にとって大きな
影響を及ぼします。企業は、AI製品やユースケースをAI Actの要件、特に高リスクシス
テムの分類に関する最新のガイダンスに基づいて徹底的にレビューし、必要なコンプラ
イアンス対策を講じる必要があります。これには、堅牢なデータガバナンス、リスク管
理システム、透明性の確保、そして人間の監督メカニズムの確立が含まれます。また、
従業員への継続的なトレーニングも不可欠です。この規制は、EU域内だけでなく、EU

市場にアクセスする世界中のAI企業にも影響を及ぼすため、国際的なAI開発の標準設定
において重要な役割を果たすでしょう。長期的には、EU AI Actは、信頼性の高いAIエコ
システムの構築を促進し、イノベーションを阻害することなく、AIの倫理的かつ責任あ
る利用を推進することを目指しています。

元記事: https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-framework-ai

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-framework-ai



